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附

属

農

場
ー
小
作
農
場
を
中
心
と
し
て
|

は

じ

め

に

附属農場

『
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
場
事
業
報
告
概
要
・
大
正
二
年
度
』
に

よ
れ
ば
、
附
属
農
場
九
カ
所
の
う
ち
第
一
農
場
と
余
市
果
樹
園
は
、
主
と

し
て
学
生
生
徒
の
実
習
、
各
種
の
試
験
、
標
本
作
物
・
家
畜
の
栽
培
飼
育

に
供
し
、
第
二
農
場
は
欧
米
の
農
業
法
に
の
っ
と
り
混
同
農
業
を
実
施
し

て
本
道
農
業
の
研
究
を
行
い
、
第
三
以
下
第
八
に
至
る
各
農
場
は
、
も
つ

ば
ら
「
土
地
貸
下
規
程
」
に
よ
り
小
作
経
営
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。
そ
こ
で
農
場
は
経
営
方
式
に
よ
っ
て
直
営
と
小
作
経
営
に
分
け
ら

れ
、
さ
ら
に
経
営
目
的
に
よ
っ
て
前
者
は
実
験
農
場
(
第
一
農
場
・
果
樹

園
)
と
経
済
農
場
(
第
二
農
場
・
第
三
農
場
の
一
部
)
、
後
者
は
小
作
農

729 

場
(
第
三

1
第
八
農
場
・
第
、
一
農
場
の
一
部
)
に
区
分
さ
れ
た
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
小
作
農
場
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
そ
の
具

大

庭

幸

生

体
的
な
経
営
内
容
を
紹
介
し
、
で
き
る
だ
け
従
来
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
一

九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
以
後
の
変
化
に
も
ふ
れ
、
農
場
史
の
補
完
を
試

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
農
場
に
付
与
さ
れ
た
基
本
財
産
と

し
て
の
客
観
的
性
格
と
農
場
の
経
営
理
念
・
経
営
方
法
と
の
関
連
に
留
意

し
、
そ
の
時
代
的
変
化
の
意
味
を
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

小
作
農
場
の
経
営

1 

農
場
諸
規
程
の
設
定

一
八
九
五
年
(
明
治
二
人
)
四
月
一
日
札
幌
農
学
校
が
文
部
省
直
轄
に

な
る
と
同
時
に
同
窓
会
は
、
同
会
所
有
の
財
産
見
積
価
格
一

O
万
五
三
四

六
円
余
を
農
学
校
に
寄
付
し
た
。
こ
の
内
訳
で
一
万
円
以
上
の
も
の
は
畑

地
(
四
三
五
町
歩
余
・
四
万
六
六
八
六
円
余
)
、
宅
地
(
三
万
四
二
二

O



730 

坪
・
二
万
一
二
二
八
円
)
、
軍
事
公
債
証
書
(
九
枚
・
一
万
一
五

O
O

円
〉
、
動
物
(
一
五
七
頭
ほ
か
・
一
万

O
O二
七
円
余
)
で
あ
る
が
、
特

に
宅
地
の
大
き
さ
が
め
だ
っ
。
か
く
て
、
従
来
の
農
学
校
附
属
農
閤
・
同

窓
会
附
属
農
園
お
よ
び
新
た
に
取
得
さ
れ
た
小
作
学
団
地
等
は
、
第
一

i

第
七
農
場
に
区
分
命
名
さ
れ
、
翌
九
六
年
の
第
八
農
場
の
創
設
と
と
も
に

農
学
校
附
属
農
場
の
骨
格
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

同
窓
会
か
ら
約
一
一
一
一
四
万
坪
の
寄
付
を
う
け
、
札
幌
農
学
校
の
資
金
に

属
す
る
土
地
は
七
五
五
万
五

0
0
0余
坪
と
な
り
、
学
校
敷
地
を
除
く
宅

地
・
耕
地
・
未
開
地
に
つ
い
て
同
年
七
月
勅
令
で
随
意
契
約
に
よ
る
貸
付

が
認
め
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
八
月
二
十
七
日
「
札
幌
農
学
校
ノ
資
金
ニ
属

ス
ル
北
海
道
土
地
貸
下
規
程
」
(
文
部
省
告
一

5
が
定
め
ら
れ
た
。
耕
地
・

未
開
地
は
一
人
に
つ
き
三
万
坪
以
内
を
貸
下
限
度
と
し
、
未
開
地
の
成
功

年
限
は
、
面
積
と
土
地
の
種
類
に
よ
り
四
年
か
ら
六
年
以
内
と
し
、
成
功

後
五
年
目
か
ら
貸
下
料
を
と
っ
た
か
ら
、
鍬
下
期
間
は
入

1
一
O
年
与
え

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
耕
地
・
宅
地
の
貸
下
年
限
は
二
一
年
以
内
、

未
開
地
は
一
八
年
以
内
と
し
、
耕
地
の
一
カ
年
貸
下
料
は
反
当
二

O
銭
以

(
l
)
 

上
二
円
五

O
銭
以
内
と
し
、
満
四
年
ご
と
に
更
正
す
る
も
の
と
定
め
た
。

北大百年の諸問題

」
の
貸
下
規
程
は
小
作
人
の
保
護
規
定
を
欠
い
て
お
り
、
他
の
小
作
農

場
の
も
の
と
比
較
し
て
特
に
小
作
人
に
と
っ
て
有
利
と
は
見
え
な
い
。
そ

れ
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
開
墾
小
作
人
の
獲
得
が
容
易
で
な
く
、
小
作

規
程
に
は
府
県
移
住
者
へ
の
旅
費
・
生
活
費
等
の
補
助
、
開
墾
費
の
支

給
、
さ
ら
に
土
地
分
与
(
聞
き
分
け
)
な
ど
を
お
り
込
む
場
合
が
多
く
、

普
通
の
小
作
移
住
者
に
と
っ
て
は
当
面
の
生
活
・
営
農
条
件
の
有
利
性
に

ひ
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
鍬
下
期
闘
が
普
通
の
約
二
倍
と
長
く
、
ま

た
貸
下
年
限
が
長
く
、
貸
下
料
も
運
用
に
よ
り
実
際
額
は
一
般
農
場
に
く

ら
べ
か
な
り
低
か
っ
た
か
ら
、
長
期
的
に
み
る
と
小
作
条
件
と
し
て
は
有

利
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
規
程
は
ま
ず
一
八
九
八
年
十
月
改
正
さ
れ
、

全
九
条
の
簡
易
な
も
の
か
ら
全
三
一
条
で
体
裁
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。
加

わ
っ
た
重
要
な
条
項
と
し
て
、
貸
借
契
約
の
解
除
三
条
件
や
農
学
校
長
の

許
可
を
条
件
と
す
る
借
地
の
転
貸
の
承
認
を
あ
げ
う
る
。
特
に
後
者
は
同

年
六
月
の
「
北
海
道
御
料
地
内
農
業
地
貸
下
規
程
」
で
禁
止
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
(
事
実
上
は
黙
認
で
、
又
小
作
関
係
が
後
年
の
争
議
原
因
と
な
っ

た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
)
。
一
九

O
一
年
四
月
の
改
正
で
は
、
天

災
・
凶
作
時
の
貸
下
料
軽
減
条
項
が
付
加
さ
れ
た
。

「
土
地
貸
下
規
程
」
に
準
拠
し
て
「
未
開
地
貸
借
契
約
書
」
(
耕
地
・

宅
地
も
同
様
)
が
作
成
さ
れ
、
各
借
地
人
と
学
校
当
局
と
の
聞
で
締
結
調

印
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
「
学
術
研
究
上
必
要
ア
ル
ト
キ
ハ
期
限
ヲ
定
メ

借
地
人
ニ
依
托
シ
テ
作
物
ノ
試
作
家
畜
ノ
飼
養
又
ハ
一
定
ノ
方
法
ニ
依
リ

農
家
経
営
ヲ
為
サ
シ
メ
之
ヲ
監
督
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
条
項
が

あ
り
、
明
治
年
聞
か
ら
こ
の
よ
う
な
研
究
上
の
義
務
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
演
習
林
の
林
内
殖
民
に
も
援
用
さ
れ
た
が
、
そ

(
2〉

の
場
合
の
義
務
労
働
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。



附属農場

次
に
農
場
の
管
理
規
程
と
し
て
、
ま
ず
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
)
制

定
の
「
農
場
看
守
規
程
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
九
一
五
年
〈
大
正
四
〉
廃

止
さ
れ
て
「
小
作
農
場
派
出
所
事
務
規
程
」
と
な
り
、
次
い
で
二
三
年
六

月
三
十
日
直
営
農
場
と
小
作
農
場
を
一
括
す
る
「
北
海
道
帝
国
大
学
農
学

〔

3
〉

部
附
属
農
場
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。
「
看
守
規
程
」
に
お
け
る
土
地
貸

下
げ
の
方
法
は
、
出
願
者
に
対
し
現
地
の
事
業
監
督
・
看
守
ら
が
調
査
の

う
え
土
地
の
仮
引
渡
し
を
行
い
、
三
カ
月
以
内
に
開
墾
小
屋
掛
け
に
着
手

し
前
途
見
込
み
の
あ
る
者
へ
正
式
貸
借
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
簡
便
さ
を
旨

と
し
、
貸
下
土
地
は
農
場
内
を
開
放
し
、
希
望
者
の
任
意
選
択
が
許
さ
れ

た
。
「
農
場
規
程
」
に
な
る
と
、
現
地
駐
在
員
に
よ
る
未
開
地
の
仮
引
渡

し
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
農
場
の
整
備
を
反
映
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
天
災
地
変
そ
の
他
事
件
(
そ
の
つ
ど
)
、
成
功
検
査
(
十
二
月
十
日
ま

で
)
、
農
場
全
般
農
況
(
八
月
末
・
十
一
月
末
の
二
回
)
の
各
報
告
事
項
に

加
え
て
、
農
場
概
況
(
一
月
末
ま
で
)
、
農
場
産
業
組
合
事
業
成
績
(
二

月
十
五
日
ま
で
〉
、
小
作
人
稼
穏
調
査
(
コ
一
月
末
ま
で
)
、
土
地
貸
下
料
金

更
正
調
査
〈
七
月
末
ま
で
)
の
諸
報
告
が
駐
在
員
の
仕
事
と
さ
れ
た
。

一
九
三
六
年
十
月
二
十
六
日
新
「
農
場
規
程
」
(
全
七
二
条
)
が
施
行

さ
れ
、
農
場
を
若
干
の
組
に
分
け
、
組
長
お
よ
び
稼
稽
調
査
員
を
置
く
こ

73' 

と
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
駐
在
員
の
毎
月
三
回
以
上
の
場
内
巡
視
は
最
初

か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
は
「
農
業
技
術
の
指
導
、
小
作
人
の
情
状
観

察
、
作
況
調
査
を
行
い
か
つ
風
紀
秩
序
の
維
持
に
務
む
べ
し
」
な
ど
具
体

(
4
)
 

的
に
規
定
さ
れ
た
。
本
規
程
は
一
九
四
四
年
三
月
三
十
一
日
廃
止
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
総
則
部
分
九
条
を
ま
と
め
た
「
農
場
規
程
」
(
全
一
一
条
)

お
よ
び
「
農
場
事
業
細
則
」
(
七
五
条
)
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
各
施
行

(
5
)
 

さ
れ
た
。
規
程
の
第
一
条
に
「
本
農
場
ハ
農
学
ニ
関
ス
ル
試
験
研
究
並
ニ

実
習
教
授
ヲ
行
フ
所
ト
ス
」
と
あ
り
、
小
作
部
分
を
含
む
附
属
農
場
の
定

義
と
し
て
は
い
さ
さ
か
奇
異
に
感
ず
る
が
、
こ
れ
は
小
作
制
に
対
す
る
風

当
り
を
考
慮
し
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

2 

指
導
奨
励
施
設

い
わ
ゆ
る
指
導
奨
励
施
設
に
は
、
且
民
事
試
験
、
品
評
会
、
且
民
事
講
話
、

(
6〉

組
合
の
奨
励
、
学
事
奨
励
、
自
治
の
奨
励
な
ど
が
あ
っ
た
。
且
民
事
試
験
は

札
幌
か
ら
離
れ
た
地
方
の
耕
種
法
改
善
の
た
め
、
第
五
・
第
六
・
第
八
農

場
に
お
い
て
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
〉
よ
り
実
施
し
た
。
試
験
種
類
は

延
べ
六
二
に
及
ん
だ
が
、
内
容
は
比
較
的
簡
単
な
収
量
試
験
が
主
で
あ

り
、
こ
れ
も
一
九

O
八
年
度
で
打
切
っ
た
。
こ
の
ほ
か
各
地
の
開
墾
が
ほ

ぼ
終
わ
っ
た
一
九

O
八
年
以
降
、
小
作
人
の
経
営
調
査
の
た
め
各
戸
に
つ

い
て
毎
年
稼
稽
調
査
を
行
い
、
家
族
、
耕
作
反
別
、
収
量
、
価
格
、
動
物

数
、
肥
料
、
公
課
等
に
つ
い
て
成
果
を
報
告
し
た
。

農
産
品
評
会
は
一
八
九
七
年
以
降
年
一
回
各
農
場
持
回
り
で
開
催
し
た

が
、
一
九
一
六
年
度
か
ら
は
経
費
等
の
都
合
で
中
止
し
た
。
一
二

0
年
度
か

ら
特
に
水
稲
と
燕
麦
の
多
収
穫
品
評
会
を
各
農
場
ご
と
に
実
施
し
た
が
三



732 北大百年の諸問題

~1922/明治28~大正11)

場農全8 第

現在戸数

3 
44 
85 
150 
249 
425 
139 
85 
127 
88 
108 
81 
44 
1，628 

133 
210 
328 
434 
585 
768 
1，098 
1，054 
1，053 
1，052 
972 
896 
865 
867 
867 

場退

7 
16 
34 
33 
57 
113 
176 
215 
123 
164 
190 
205 
140 
50 
1，523 

場

140 
93 
152 
139 
208 
296 
506 
171 
122 
163 
110 
129 
109 
52 
2，390 

入現在戸数

2 
46 
128 
258 
439 
734 
698 
697 
703 
632 
559 
528 
527 
527 

場

1 
O 
3 
20 
68 
130 
175 
86 
121 
159 
181 
112 
45 
1，101 

退場入

現在戸数は各2年目の年末現在戸数

四
年
に
は
中
止
し
た
。
ま
た
堆
肥
品
評
会
も
一
九
一
二
年
以
降
行
い
、
農

業
経
営
品
評
会
・
牛
馬
品
評
会
も
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
。

農
事
講
話
会
は
一
九

O
五
年
よ
り
毎
年
一
回
講
師
と
し
て
専
門
分
野
の

職
員
を
派
遣
し
て
開
い
た
。
お
お
む
ね
同
じ
テ
l

マ
を
各
農
場
で
く
り
返

し
て
い
る
。
内
容
は
耕
種
・
養
畜
の
全
般
に
わ
た
る
が
、
一
九
一
三
年
以

降
の
産
業
組
合
、
一
九
年
以
降
の
農
業
経
済
、
二
二
年
以
降
の
土
地
改
良

等
の
テ
I
マ
が
、
時
代
を
反
映
し
て
め
だ
っ
。
奨
励
組
合
に
は
産
業
組

合
、
水
利
組
合
、
農
事
実
行
組
合
、
畜
産
組
合
、
小
作
料
納
入
組
合
等
が

あ
り
、
各
組
合
の
事
業
に
補
助
金
を
与
え
た
。
な
か
で
も
産
業
組
合
の
結

成
に
は
力
を
入
れ
、
一
九
一
四
年
第
三
農
場
に
札
幌
村
農
大
信
用
購
買
販

売
組
合
が
設
立
さ
れ
、
翌
年
中
に
は
第
七
農
場
を
除
く
全
農
場
に
設
立
を

み
た
。
学
事
奨
励
と
い
う
の
は
小
作
人
子
弟
の
小
学
校
児
童
の
成
績
優
良

者
に
賞
金
を
与
え
、
あ
る
い
は
同
小
学
校
の
施
設
改
善
の
た
め
若
干
の
補

助
金
を
交
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
北
海
道
帝
国
大
学
附
属
小
作
農
場
事
業
概
要
・
昭
和
一
一
年
』
に
よ

れ
ば
、
自
治
奨
励
の
た
め
ま
ず
一
八
九
九
年
第
五
農
場
小
作
人
に
「
借
地

人
申
合
規
約
」
を
締
結
さ
せ
、
以
後
こ
れ
を
他
農
場
に
及
ぼ
し
、

一
九

O

六
年
全
小
作
農
場
に
お
い
て
向
上
規
約
が
成
立
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
全

三
四
条
で
日
常
規
範
か
ら
相
互
扶
助
規
定
、
営
農
指
示
、
組
合
制
度
等
に

い
た
る
た
い
へ
ん
整
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
義
務
規
定
の

み
で
構
成
さ
れ
、
自
治
お
よ
び
権
利
の
主
張
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
他
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小作戸数及び移動(1895

第3 ・第4 ・第7

入場 退場 現在戸数 入場 退場 現在戸数

1895~ 96 71 7 64 69 O 69 
1897~ 98 32 9 87 58 6 121 
1899~1900 46 11 122 62 23 160 
1901~ 02 15 16 121 39 14 185 
1903~ 04 19 16 124 39 21 203 
1905~ 06 13 13 124 34 32 205 
1907~ 08 46 20 150 35 26 214 
1909~ 10 16 20 146 16 20 210 
1911~ 12 13 9 150 24 28 206 
1913~ 14 9 10 149 27 33 200 
1915~ 16 11 13 147 11 18 193 
1917~ 18 10 10 147 11 14 190 
1919~ 20 11 12 146 17 16 191 
1921~ 22 5 1 150 3 4 190 

C1895~1922) 317 167 150 445 255 190 

表 1

入場・退場戸数は各2年間の合計。2 『農場事業概要・昭和11年』による。備考

の
一
般
小
作
農
場
の
そ
れ
と
同
じ
く
小
作
管
理
規
程
の
一
つ
で
し
か
な

い
。
ど
述
の
小
作
料
納
入
組
合
も
、
本
規
約
と
同
様
に
全
員
加
入
義
務
を

負
う
同
じ
性
質
の
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
「
第
六
農
場
借
地

(
7〉

人
申
合
規
約
」
に
依
拠
し
て
定
め
ら
れ
た
「
道
路
橋
梁
用
水
路
修
繕
申
合

規
約
」
、
「
困
難
者
相
互
救
済
規
約
」
も
同
系
列
の
も
の
と
い
え
、
同
じ
く

明
治
末
制
定
の
「
阿
野
呂
学
田
信
用
貯
金
組
合
定
款
」
、
「
阿
野
呂
学
回
青

年
会
々
則
」
も
官
製
の
色
彩
が
濃
く
、
こ
の
こ
ろ
道
内
農
村
一
般
に
み
ら

れ
た
現
象
の
一
環
で
あ
り
、
あ
る
い
は
明
文
規
定
と
し
て
は
そ
の
典
型
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

3 

農
場
経
営
の
概
要

小
作
人
の
入
場
は
一
八
九

O
年
(
明
治
二
一
二
)
の
農
学
校
同
窓
会
に
よ

る
導
入
に
は
じ
ま
る
が
、
九
五
年
四
月
間
会
が
母
校
に
農
場
を
寄
付
し
た

時
は
第
三
農
場
に
三
六
戸
、
第
四
農
場
に
二
五
戸
の
小
作
人
が
お
り
、
こ

の
年
の
う
ち
に
合
計
九
四
戸
に
ふ
え
た
。
表
ー
は
農
場
を
沿
革
・
所
在
等

に
共
通
性
を
も
っ
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
小
作
人
の
動
向
に
一
区
切

り
の
つ
い
た
第
一
次
大
戦
後
ま
で
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
旧
開
地
域
に
属
す
る
第
一
、
グ
ル
ー
プ
〈
第
三
・
第
四
・
第
七

農
場
)
は
、
最
も
早
く
土
地
が
取
得
さ
れ
、
い
ず
れ
も
農
学
校
等
の
直
営

の
経
験
を
も
っ
。
小
作
人
の
移
動
に
は
極
端
な
動
き
が
な
く
、
現
在
戸
数

も
早
く
安
定
数
に
達
し
て
減
少
し
な
か
っ
た
。
第
二
グ
ル
ー
プ
(
第
五
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第
六
農
場
)
は
、
同
じ
旧
開
地
域
に
あ
り
な
が
ら
や
や
遅
れ
て
出
発
し
た

た
め
、
短
期
間
に
最
大
数
に
達
し
、
そ
の
後
漸
減
傾
向
を
み
せ
た
。
最
後

の
第
八
農
場
(
富
良
野
・
山
部
農
場
)
は
新
開
地
域
に
あ
り
、
こ
れ
も
短

時
日
で
急
増
し
、
特
に
山
部
農
場
へ
一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
〉

1
0八

年
(
明
治
四
一
〉
に
四
六
三
戸
の
入
場
が
あ
り
、
こ
れ
は

O
九
年
に
第
八

農
場
〈
七
三
六
戸
)
・
全
農
場
合
計
三
一

O
四
戸
)
と
も
最
大
数
に
達

す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
退
場
者
も
多
く
、
特
に

O
八
年

以
後
の
三
年
間
と
第
一
次
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
以
後
の
四
年
間
に
そ
の

山
が
あ
り
、
急
速
に
現
住
戸
数
は
へ
っ
た
。
し
か
し
第
八
農
場
(
一
九
二

三
年
入
場
者
四
戸
、
退
場
者
五
戸
)
も
ふ
く
め
、
二
一

i
二
二
年
を
境
に

全
体
と
し
て
小
作
人
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
農
場
が
開
墾
時
代

を
終
え
、
一
応
の
安
定
期
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
表
2
に
よ
り
農
場
経
営
の
概
要
を
み
る
と
、
ま
ず
大
正
中
期
に
開

墾
時
代
が
終
わ
り
、
そ
の
こ
ろ
よ
り
水
田
化
の
テ
ン
ポ
が
早
ま
り
そ
れ
に

よ
っ
て
収
入
も
ふ
え
た
。
し
か
し
こ
れ
は
一
方
で
、
し
ば
し
ば
襲
っ
た
凶

北大百年の諸問題

作
に
よ
る
水
稲
収
入
の
減
少
を
つ
う
じ
て
全
体
収
入
に
打
撃
を
与
え
る
こ

と
に
も
な
っ
た
。

農
場
別
損
益
の
変
化
を
表
3
で
み
る
と
、
各
農
場
が
前
述
し
た
グ
ル
l

プ
ご
と
の
特
徴
を
示
し
、
ま
た
鍬
下
年
期
が
し
だ
い
に
終
了
し
て
小
作
料

収
入
が
確
保
さ
れ
、
早
く
も
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
以
降
、
全
農
場

を
あ
わ
せ
る
と
小
作
料
収
入
の
み
で
黒
字
経
営
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な

町，円〕

戸小作数
開墾地積 | 有料貸付地積 農場年間収支

年次〈度〉
年内新墾望墾地警| 田 1田 収入 支出損益

1895C明28) 94 51. 0 369.6 1，231 1，765 "534 

1900Cグ33) 328 164.0 1，011.4 4，125 3，339 786 

1905Cグ38) 638 281. 2 2，298.8 * 23. 9 * 1，453.4 9，807 3，657 6，150 
1910Cグ43)1，054 293.6 4，586.2 35.8 2，781. 5 21，895 6，410 15，485 

1915C大4)1，025 42.5 4，993.5 134.7 4，658.4 46，442 10，673 35，769 

1920Cグ 9) 865 0.3 5，071.9 174.9 5，054.9 57，006 29，044 27，962 

1925Cグ14) 863 392.1 4，747.9 96，305 38，020 58，285 

1930C昭5) 809 854.5 4，234.0 116，460 53，476 62，984 

1934Cグ 9) 836 927.4 4，158.4 97，598 53，905 43，693 

〔単位
小作農場(第 3~第 8) 概要表2

1 年間収支の1895・1900・1905各年は『農場成績報告・明治42年』により，その他は『農

場事業概要・昭和11年』による。

2 有料貸付面積は耕地契約および未開地契約の合計(未開地契約の水田は1920年まで，畑

は1924年で終る〉

3 *は1906年の数字

備考
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円〉(単位

農場別年間損益表3

言十

1895 287 *11 "'292 '" 594 52 "'537 

96 * 346 キ2，888 ム154 '" 431 52 *2，701 

97 330 "'144 "'167 * 95 "'67 ホ47

98 837 413 ム145 "'402 32 "'1，351 ム615

99 1， 056 2，058 "'141 ム22 2 * 292 *3，245 

1900 1，920 383 ム82 "'213 41 "'1，263 * 785 

01 1，182 555 75 232 26 * 677 * 2， 749 

02 1，538 512 243 612 31 "'439 2，497 

03 1，601 631 478 1，131 114 '" 421 3，534 

04 3，636 717 707 1，603 539 * 1， 459 8，661 

05 2，751 546 925 1，838 211 "'120 6，152 

06 2，895 892 955 2，040 176 *219 7，176 

10 3，372 1，758 1，443 3，329 280 5，303 15，486 

15 3，242 2，013 3，151 6，355 656 20，351 35，768 

20 3，714 2，614 5，306 7，635 814 7，880 27，962 

25 3，674 3，118 6，105 8，749 1，270 35，369 58，285 

30 3，845 3，389 5，187 13，256 37，306 62，983 

34 4，719 2，860 5，255 4，731 26，128 43，694 

第8農場|第7農場第6農場第5農場第4農場|第3農場

『農場成績報告・明治42年』および『農場事業概要・昭和11年』による。

開拓初期の農場収入には立木などの生産物払下代がふくまれる。それを除く土地貸下料

のみで計算すると赤字になる場合*印を付した。

計算後の数字を4捨5入したので、計があわない場合がある。

2 

備考

ど
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
こ
に
は
十
分
表
わ
れ
て
い
な
い

が
、
経
済
変
動
・
凶
作
等
の
影
響
に
よ
り
、

一
九
一
一
一
年
(
大
正
一

O
)
の
山
部
農
場
、

二
四
年
の
第
六
農
場
、
二
七
年
(
昭
和
二

γ

二
九
年
の
第
七
農
場
、
コ
二
年
の
第
四
農

場
、
コ
三
年
の
第
四
・
第
五
・
第
八
各
農
場

の
収
支
が
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
一
二
一
一
年
の

冷
水
害
の
た
め
全
農
場
で
一
万
五
五
九
三
円

余
の
損
失
が
で
た
。

こ
こ
で
小
作
農
場
の
収
支
と
関
連
し
て
か

ん
た
ん
に
直
営
農
場
の
収
支
状
況
に
ふ
れ
て

み
た
い
。
直
営
農
場
は
前
述
の
よ
う
に
、
実

験
農
場
た
る
第
一
農
場
・
余
市
果
樹
園
と
経

済
農
場
・
模
範
農
場
た
る
第
二
農
場
に
分
れ

る
が
、
そ
れ
ら
を
含
む
一
九
一
四
年
度
全
農

場
の
概
要
は
表
4
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

第
一
農
場
と
余
市
果
樹
園
は
最
初
か
ら
収

支
の
均
衡
は
度
外
視
し
て
い
る
が
、
第
二
農

3 

場
の
収
支
状
況
も
良
好
と
は
い
え
な
い
。
支

出
中
に
は
資
木
利
子
と
公
租
公
課
は
算
入
さ
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附属全農場の収支 (1914)表4

町，円〕(単位

益

1

1

ム

n
u
q
u
Q
U

ウ
d

つQ
n

U

1

4

4

‘っ
u

0

9

0

3

7

8

6

0

3

1

2

 

Q
d
q
u

ウ

d
Q
U
Q
ν

つ

企

氏

U

p

b

q

u

F

U

ワ
μ

'

'

'

l

-

3

3

2

一
a
a

。A
n
以
内
叫

1

J

n

/

白

1
i

a

a

A

 

A
U
 

損出

3

4

1

7

3

2

7

6

7

4

2

 

7

4

6

8

1

8

4

8

1

1

 

8

9

2

3

4

4

4

3

6

5

9

 

'

'

'

 

U

9

z

n

町

Q
W
ntu 

支入

1，972 

10，935 

3，961 

3，226 

4，392 

6，769 

669 

22，855 

356 

収(小作地)1
5.3 

307.1 

375.7 

395.9 

692.8 

68.6 

3，579.8 

0.7 

(自作地〉

49. 7 

94.6 

9.3 

総地積

79. 7 

143.7 

317.7 

647.6 

506.7 

713.4 

79.9 

3，792.4 

2.8 

第 1農場

第 2農場

第 3農場

第 4農場

第 5農場

第 6農場

第 7農場

第 8農場

余市果樹園

農場事務所

計

2.1 

55，134 

備考

5，425.9 

IT'農場事業報告概要・大正三年度』による。

2、宅地の収支は算入していない。

3 4捨5入のため計があわない。
4 第2農場収入中，蜜産関係の比率は873百。飼養牛は112頭。

155.8 6，284.0 

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
入
れ
れ
ば
赤
字
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
小
作
農
場
経

費
に
も
、
直
営
農
場
に
く
ら
べ
れ
ば
低
額
で
あ
ろ
う
が
資
本
利
子
は
入
つ

て
な
い
。
た
だ
第
二
農
場
に
は
四

O
町
五
反
歩
の
宅
地
が
あ
り
、
そ
の
収

入
は
一
万
一

O
六
六
円
に
達
し
、
経
費
は
二
二
六
円
余
に
す
ぎ
ず
、
一
万

O
八
三
九
円
余
の
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。
宅
地
収
入
は
一
九
一
八
年
度
の

一
万
六
二
二
ハ
円
余
を
境
に
、
た
ぶ
ん
医
学
部
用
地
等
へ
の
宅
地
転
用
の

た
め
翌
一
九
年
度
よ
り
一

O
O
O円
台
に
急
落
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て

表
5
の
如
く
第
二
農
場
の
農
場
収
入
(
生
産
物
売
却
代
・
雑
収
入
)
が
増

加
し
、
経
営
が
一
定
の
軌
道
に
の
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

学
校
当
局
は
、
当
時
最

第 2 農場の収支(1920~1934)

〈単位

表5

円〕

1920 

1925 

1930 

1934 

益

5，799 

7，855 

6，563 

s 1， 854 

損出

18，228 

24，621 

26，563 

22，646 

支入

24，026 

32，476 

33，126 

20，792 

収

『農場事業報告概要H各年度〕による。
宅地・家屋の収支は含まない。

1934年の収入中，畜産関係の比率は98%。

2 

備考

高
の
施
設
と
技
術
を
も
っ

て
直
営
農
場
の
経
営
に
あ

た
り
、
ま
た
研
究
成
果
の

公
開
・
普
及
、
学
生
の
実

習
な
ど
を
つ
う
じ
て
所
期

の
目
的
達
成
に
つ
と
め

た
。
し
か
し
経
営
の
収
支

面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
国

費
支
出
を
背
景
に
辛
う
じ

3 

て
黒
字
を
維
持
す
る
と
い

う
状
態
で
あ
り
、
民
間
農



牧
場
に
対
し
必
ず
し
も
「
模
範
」
た
り
得
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
同
時
期

の
模
範
牧
場
と
し
て
著
名
な
宇
都
宮
牧
場
の
場
合
、
一
九
一
二
年
度
で
収

入
一
万
二
二
八

O
円
、
支
出
入
六
三
九
円
、
差
引
収
益
三
六
四
一
円
を
得

た
が
、
資
本
利
子
等
を
差
引
く
と
一
一
一
一
一
円
余
と
な
り
、
飼
養
牛
は
九

O
頭
、
土
地
は
畑
・
牧
草
地
等
計
一
二
町
歩
で
あ
る
か
ら
、
第
二
農
場
と

(
8
)
 

は
く
ら
ぶ
べ
く
も
な
い
。

4 

小
作
農
家
の
経
営

附属農場

小
作
農
家
の
経
営
に
つ
い
て
二
、
三
の
指
標
に
よ
り
概
観
を
試
み
る
。

ま
ず
次
の
表
6
は
小
作
農
場
廃
止
ま
で
の
小
作
反
別
・
小
作
料
の
変
化
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
四
九
年
以
降
の
数
字
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
物
価
上
昇
お
よ
び
農
地
改
革
に
よ
る
変
化
を
反
映
し
て

い
る
。
戦
前
の
小
作
料
合
計
の
最
高
は
四
四
年
の
一
三
万
三
八
九
三
円
余

で
あ
る
が
、
反
別
は
畑
が
一
二
年
五
一

O
六
町
歩
余
で
ピ
l
ク
と
な
り
、

回
は
年
々
拡
張
し
四
四
年
に
は
一
一
七

0
・
八
町
歩
余
と
な
っ
て
い
た
。

全
体
面
積
の
最
高
は
四
七
年
の
五
四
六
五
・
九
町
歩
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
次
表
7
は
、
も
っ
と
も
長
期
に
わ
た
り
田
畑
別
反
当
小
作
料
を

知
り
う
る
第
五
農
場
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

小
作
料
は
「
土
地
貸
下
規
程
」
に
よ
っ
て
ま
る
四
年
ご
と
に
更
改
が
定

め
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
四
八
年
に
二
倍
、
五
二
年
に
田
三
倍
・
畑
四

737 

倍
、
五
八
年
に
一

O
倍
と
い
う
極
端
な
値
上
げ
が
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
ま
ず
一
戸
当
た
り
の
作
付
面
積
は
、
表
8
の

町，円〕

回 t田 計

反別 料金 反別 料金 反別 料金

1934C昭9) 927.3 4，158.0 5，085.3 94，931 

1936Cグ11) 996.5 53，079 4，109.6 66，343 5，106.2 119，422 

1940C 1115) 1，067.8 53，462 4，091. 9 66，937 5，159.7 120，399 

1945Cグ20) 1，125.1 34，116 4，288.5 68，859 5，413.6 102，975 

1949Cグ24) 1，151.1 153，979 4，313.5 140，462 5，464.6 294，441 

1950Cグ25) 194.2 27，996 655.1 21，531 849.3 49，527 

1955C" 30) 194. 7 84，247 701. 5 86，960 896.2 171，207 

1960Cグ35) 222.6 946，862 607.1 842，561 979.0 1，830，510 

1964Cグ39) 222.1 943，945 606.4 841，618 978.1 1，826，757 

(単位小作反別・小作料金表6

1 各年度の『事業報告概要』および「小作料調書JC農学部附属農場資料〉による。
2 各農場の実収小作料を集計

3 1960・1964年の各計にはそれぞれ「原・牧・林・草・植J(149. 3町歩・ 41，087円および

149.6町歩・41，194円〕がふくまれている。

備考
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反当平均小作料(第5農場〕

(単位円〉
表7

1906(明39)
191O(グ43)
1915(大4)
1920(グ 9)
1925(グ14)
1930(昭5)
1934(グ 9)
1936(グ11)
1940(グ 15)
1945(グ20)
1949(グ24)
1950(グ25)
1955(グ30)
1960(グ35)
1964(グ39)

1 耕地契約小作料を示し.1934年ま
では『農場事業概要・昭和11年』に
より，いごは前掲「小作料調書」よ

り計算
2 1960・1964年の原野ほかの小作料
は10.010円

畑

0.914 
O. 754 
1. 045 
1. 342 
1. 646 
1. 655 
1. 651 
1. 653 
1. 666 
1. 730 
3.436 
3.160 
12.637 
126.137 
126.149 

備考

如
く
い
わ
ゆ
る
一
戸
分
区
画
の
五
町
歩
(
第
八
農
場
は
四
町
歩
)
か
ら
六

町
歩
の
間
に
あ
っ
た
が
、
同
一
面
積
の
な
か
で
畑
と
田
が
年
を
追
っ
て
少

し
ず
つ
交
代
す
る
形
を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
以
下
の
諸
表
は
、
平
均
的

な
小
農
を
中
心
に
、
中
農
・
大
農
も
ふ
く
め
た
農
場
小
作
人
の
収
支
を
一
不

し
(
表
9
1
U
)
、
か
っ
そ
れ
を
全
道
の
普
通
小
作
農
家
(
表
ロ
)
と
対

田

1. 500 
1. 845 
2.991 
4.566 
5.809 
5.932 
5.943 
5.929 
5.970 
7.091 
14.339 
14.404 
43.212 
431. 795 
431. 802 

比
し
た
も
の
で
あ
る
(
但
し
資
料
上
の
限
界
か
ら
簡
単
な
比
較
に
と
ど
ま

る)。表
9
1
m
の
サ
ン
プ
ル
農
家
は
第
七
農
場
を
除
く
全
農
場
に
わ
た
る
五

O
戸
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
そ
の
約
九
割
は
家
計
状
態
が
中
等
或
い
は
そ

れ
以
上
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
表
9
の
な
か
で
は
公
課
お
よ
び

小
作
料
(
小
農
で
三
六
・
五
円
、
大
農
で
一
四

0
・
六
円
)
の
低
さ
が
目

町〉

第 4農場 第 6農場 第 8農場(山部)I 全 農 場

国 期目 田 畑 田 畑 田 先田 計

1908 0.0 4.6 0.1 4.3 2.7 0.1 3.4 3.5 

1910 0.1 5.0 0.1 4.8 3.9 0.1 4.2 4.3 

1915 0.2 4.2 0.2 5.4 4.5 0.2 4.6 4. 7 

1920 0.4 4.0 0.3 5.6 0.0 5.9 0.3 5.5 5.9 

1925 0.6 3.5 2.0 3.6 0.5 5.0 1.0 4.3 5.3 

1930 0.9 3.7 2.9 2.9 0.7 5.6 1.4 4.6 6.0 

1934 0.9 3.7 2.7 2.5 0.8 5.5 1.4 4.4 5.8 

〔単位1戸当たり平均作付面積表8

『農場事業概要・昭和11年』による。

に
つ
く
(
小
農
は
全

収
入
の
七
・
三
%
、

大
農
は
九
・
一
%
)
。

つ
い
で
表
叩
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ら
小
農
が

自
己
所
有
地
(
小
作

料
か
ら
大
部
分
が
固

と
推
定
さ
れ
る
)
を

平
均
六
・
七
反
も
所

有
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
普
通
の
農
場
小

作
の
概
念
か
ら
は
み

だ
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
上
に
雑
収

入
一
九
六
円
の
付
加

は
大
き
く
、
こ
の
部

分
が
ま
る
ま
る
益
金

と
し
て
残
っ
た
形
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は

次
の
表
口
に
も
あ
て

備考

は
ま
る
。
こ
の
場
合



の
副
業
収
入
の
中
味
は
運
搬
業
一
入
二
円
、
貸
金
利
子
七

O
円
、
出
稼
、
ぎ

五
四
円
な
ど
で
あ
っ
た
。

表
ロ
の
普
通
小
作
と
く
ら
べ
る
と
、
農
業
関
係
収
支
で
は
さ
ほ
ど
の
差

が
な
い
の
に
、
副
業
収
入
高
の
差
が
最
終
差
引
に
大
き
く
で
た
。
さ
ら
に

両
者
の
農
業
(
場
)
支
出
の
う
ち
小
作
料
が
、
農
場
畑
小
作
四
四
・
八
円

で
あ
る
の
に
対
し
、
普
通
畑
小
作
は
一

O
六
・
三
円
、
同
水
田
小
作
一
五

六
・
七
円
と
大
差
が
あ
り
、
そ
の
差
額
が
後
者
の
生
計
費
あ
る
い
は
営
農

費
の
縮
小
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

附属農場739 

植産収入 I491. 764 

畜産収入・
雑収入

計

円〕

農 農

農場小作人の階層見IJ農業収支(1915)

(単位

大農中

表9

1，468.579 930.681 

68.009 53.057 9.533 

1， 536. 588 

45.214 

328.714 

172.060 

545.988 

983.738 501. 297 

37.045 

185.656 

98.127 

320.828 

20.155 

74.968 

47.503 

142.626 

償却金・
修繕費

流通資金

出|公課・小作料

計

支

収

入

990.600 

Ii'農場事業概要JI(1918年刊〕による。
2 償却金は農具のみ計上
3 自家労賃は支出に計上せず。
4 小農は2.5~4.9町. 15戸平均。中農は5.0~8.9町3
24戸平均。大農は1O~14.95町.11戸平均による。

662.910 也竺1差ヲi益金

備考

表10 家計収支(小農・ 1915)家計収支(小農・ 19日〕表11

農

収
円

農所有業地収小益作金料
358.671 
17.200 

入
雑 入 195.800 
計 571. 671 

支
守償公書臨会却訴金所・有修繕地蛭費費室出愛

23.910 
7.000 
189.702 

制雑時r 149.146 出
11. 080 
15.118 
395.956 

差

農農〕農〉

175.715 
益金号| 〔(大中

352.433 
398.535 

畑 (5.0町歩〉

円

497.340 

326.000 

823.340 

239.239 

360.990 

600.229 

農業収入

副業収入

費

農業支出

計

言十

計

家

223.111 ヲ|差

『農場事業概要JI0918年刊〉による。

自己所有地6.7反を所有

償却金は家具のみ計上

ー
ム
ヮ
“
円
。

備考

1 Ii'第六農場小作経営一覧JI0912年〉に

よる。

2 10・12表にあわせて自家労賃・資本

利子および償却金の一部を除いて項目

を再構成

備考
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表12 家計収支(普通小作)

畑(5.0町歩〉

52.250 

180.750 

円

397.325 

449.575 

263.900 

444.650 

4.925 

備考

水田(2.5町歩〉

円

490.923 

46.450 

537.373 

244.476 

288.859 

533.335 

4.038 

『産業調査報告書』第6巻による。

対象時期は1911年か1912年

札幌・空知・上川・函館各支庁管内の水

田・畑小作農家各4戸の平均

農場収入

副業収入

生計費

農場支出

計

言十

ヲl

2 

3 

差

こ
の
よ
う
な
小
作
料
の
相
対
的
な
低
さ
は
附
属
農
場
の
重
要
な
特
徴
で

(
9
)
 

あ
り
、
ま
た
利
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
基
礎
と
な
っ
て
前
述
の
よ
う
な
比

較
的
大
規
模
な
小
作
面
積
を
も
ち
、
そ
の
う
え
に
農
場
外
に
所
有
地
を
も

っ
小
作
農
が
か
な
り
生
じ
た
。
農
場
内
に
も
又
小
作
が
し
ば
し
ば
発
生

し
、
さ
ら
に
当
局
の
奨
励
も
あ
っ
て
自
ら
生
産
し
た
馬
鈴
薯
を
原
料
と
す

る
澱
粉
工
場
が
小
作
人
に
よ
っ
て
各
地
に
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
附
属
農
場

小
作
人
の
相
対
的
な
ゆ
と
り
を
示
す
事
柄
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
当
局
に
よ
る
管
理
統
制
も
あ
い
ま
っ
て
、
小
作
争
議
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ず
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
一
応
安
定
し
た
村
落
を
形
づ
く
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
小
作
人
の
地
位
が
当
初
の
も
く
ろ
み
ど
お
り
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
九

O
八
年
度
(
明
治
四
一
)
に
お
い

て
、
全
小
作
戸
数
一

O
七
二
戸
(
記
載
の
な
い
第
七
農
場
を
の
ぞ
く
〉
の

う
ち
、
国
税
納
税
者
は
そ
の
わ
ず
か
五
・
六
%
の
六

O
戸
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
第
六
・
第
八
農
場
合
計
小
作
人
八
六
七
戸
の
う
ち
衆
議
院
議

員
選
挙
有
権
者
は
二
人
、
道
会
議
員
選
挙
有
権
者
は
一
六
人
、
村
会
議

(
叩
〉

員
・
村
惣
代
人
選
挙
有
権
者
は
三
三
三
人
と
い
う
数
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
小
作
人
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
低
さ
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
佐
藤
田
国
介
は
、
あ
る
べ
き
小
作
農
の
姿
と
し
て
国
会
議
員
の
被
選

挙
権
を
有
す
る
農
民
像
を
え
が
い
て
い
た
が
、
農
場
が
企
画
さ
れ
て
か
ら

二
O
年
、
佐
藤
の
見
込
み
は
大
き
く
は
ず
れ
た
と
い
え
よ
う
。

小
作
農
場
の
廃
止

1 

戦
前
の
小
作
問
題

第
五
・
第
六
農
場
の
あ
っ
た
角
田
村
や
第
八
農
場
の
あ
っ
た
富
良
野
周

辺
は
、
農
民
運
動
史
上
に
残
る
小
作
争
議
の
頻
発
し
た
所
で
あ
る
。
そ
の

中
で
比
較
的
安
定
し
た
農
場
経
営
が
維
持
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
前
述
の

よ
う
に
小
作
料
が
低
廉
な
こ
と
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
当
局
側
の
対
応

の
仕
方
な
ど
を
挙
げ
得
ょ
う
。

附
属
農
場
所
蔵
資
料
に
よ
れ
ば
、

一
九
二
六
年
度
の
北
大
農
場
及
び
演



附属農場

習
林
収
入
未
済
額
三
万
五
三
七
五
円
余
の
う
ち
、
一
二
万
二
八
五
七
円
余
は

第
八
農
場
山
部
、
下
富
良
野
両
場
の
も
の
で
あ
っ
た
。
三

O
年
四
月
現

在
、
両
場
の
小
作
料
未
済
額
は
実
に
五
万
五
九
一
二
円
余
と
膨
張
し
て
い

た
。
こ
の
土
木
納
の
発
生
は
一
九
二

O
年
の
農
産
物
価
格
暴
落
に
は
じ
ま

り
、
こ
の
年
度
は
四
六
円
余
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
翌
年
に
は
大
豆
虫

害
、
翌
々
年
に
は
水
害
が
加
わ
る
な
ど
し
て
年
々
増
加
し
た
。
こ
の
聞
大

学
側
も
年
賦
償
還
計
画
を
た
て
徴
収
に
つ
と
め
た
が
、
契
約
解
除
処
分
な

ど
は
例
外
で
あ
り
、
種
々
の
手
段
を
講
じ
て
穏
便
に
処
理
し
て
い
る
か
に

み
え
る
。
三
五
年
七
月
調
の
第
八
農
場
賃
貸
料
未
納
額
は
小
作
料
二
万
三

(
U
)
 

五
二
一
円
余
、
宅
地
料
一

O
一
九
円
余
に
減
じ
て
い
た
。

一
方
小
作
側
も
、
事
に
あ
た
っ
て
抑
制
さ
れ
た
態
度
で
終
始
し
て
い
る

点
が
め
だ
っ
。
例
え
ば
第
六
農
場
で
一
九
二
二
年
電
気
揚
水
機
組
合
を
作

り
水
田
造
成
を
進
め
た
が
、
工
事
費
の
加
重
と
連
続
凶
作
の
打
撃
に
よ
り

資
金
困
難
に
焔
り
、
三
四
、
三
五
年
に
は
大
学
に
対
し
小
作
料
の
削
減
と

工
事
費
残
額
の
低
利
年
賦
切
り
か
え
等
を
再
三
歎
願
し
、
つ
い
に
は
小
作

料
不
払
い
の
結
盟
と
大
学
へ
の
通
告
に
ま
で
及
ん
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
は

進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
学
の
農
場
管
理
に
対
し
国
の
機
関
か
ら
注
文
の
あ
っ
た
こ
と
は
前
注

で
み
た
が
、
よ
り
基
本
的
な
農
場
整
理
意
見
が
す
で
に
一
九
二

O
年
こ
ろ

74' 

に
で
て
い
た
。
同
年
の
官
有
財
産
調
査
委
員
の
視
察
に
よ
り
、
大
学
の
小

作
農
場
保
有
を
不
利
益
と
し
、
こ
れ
を
借
地
人
等
に
売
却
整
理
し
、
資
金

は
他
の
方
法
に
よ
っ
て
保
有
す
べ
し
と
い
う
意
見
が
だ
さ
れ
た
。
山
部
村

で
は
委
員
の
来
村
を
機
に
官
有
地
解
除
の
請
願
陳
情
を
行
い
、
さ
ら
に
二

一
年
四
月
に
は
村
長
名
で
大
蔵
大
臣
お
よ
び
文
部
大
臣
あ
て
に
北
大
附
属

農
場
・
東
大
演
習
林
の
解
放
と
そ
の
小
作
人
並
び
に
村
へ
の
払
下
げ
を
請

(
m
M
〉

願
し
て
い
る
。

調
査
委
員
の
意
見
の
中
に
「
従
属
的
小
作
人
階
級
を
永
く
存
続
さ
せ
る

こ
と
は
社
会
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
」
「
浮
動
的
小
作
人
多
数
の
た
め
自

治
体
の
発
達
に
支
障
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
項
目
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に

関
す
る
大
学
側
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
今
日
で
は
小
作
制
度
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
「
寧
ロ
進
ン
デ
附
属
農
場
ニ
於
テ
小
作
制
度
ニ
対
ス
ル
諸

種
ノ
研
究
調
査
ヲ
行
ヒ
以
テ
世
間
一
般
ノ
小
作
制
度
改
善
ニ
尽
ス
処
プ
ラ

ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
べ
、
さ
ら
に
「
小
作
人
ノ
立
場
ヨ
リ
観
察

ス
ル
ニ
、
第
一
、
小
作
人
ハ
本
学
農
場
ノ
小
作
人
タ
ル
事
ヲ
幸
福
ト
ス
ル

事
O
i
-
-
-
第
二
、
土
地
ヲ
売
却
ス
ル
モ
小
作
人
ノ
大
部
分
ハ
之
ヲ
買
得
シ
得

ザ
ル
事
」
な
ど
と
主
張
し
、
最
後
に
小
作
地
払
下
げ
運
動
に
つ
い
て
「
斯

カ
ル
運
動
ハ
多
ク
皆
官
有
地
ノ
払
下
ナ
レ
パ
価
格
ハ
法
外
ニ
低
廉
-
一
ナ
シ

得
ベ
シ
ト
ノ
事
ヲ
前
提
ト
シ
テ
ノ
野
心
家
輩
ガ
煽
動
ス
ル
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
着
実
勤
勉
ナ
ル
小
作
人
等
-
一
於
テ
ハ
本
学
小
作
人
タ
ル
ニ
満
足
シ
敢

テ
如
斯
希
望
ヲ
起
シ
居
ラ
ザ
ル
ヲ
認
メ
タ
リ
」
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
所
見
は
、
開
墾
諸
費
用
を
負
担
し
な
か
っ
た
(
そ
れ
故
小
作
料
が

低
か
っ
た
)

「
開
発
地
主
」
な
ら
、
ざ
る
「
大
学
地
主
」
の
意
見
と
し
て
は
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「
恩
恵
」
の
押
付
け
が
す
、
ぎ
、
小
作
人
に
対
す
る
無
理
解
を
も
露
呈
し
て

い
る
。
た
だ
農
場
経
営
に
学
術
研
究
と
い
う
名
分
が
あ
り
、
収
支
が
著
し

い
赤
字
と
な
ら
な
い
限
り
、
そ
の
持
続
は
保
証
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

大
正
末
に
始
ま
っ
た
自
作
農
創
設
維
持
事
業
は
戦
時
に
拍
車
を
か
け
ら

れ
た
が
、
一
九
四
一
年
以
降
、
富
良
野
農
場
で
自
作
農
創
設
の
実
施
を
要

請
す
る
運
動
が
起
さ
れ
、
烈
ι
ベ
布
農
場
で
も
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
た

(
日
)

が
、
い
ず
れ
も
み
の
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

北大百年の諸問題

2 

農
地
改
革
に
よ
る
農
場
の
解
体

戦
前
の
北
海
道
の
小
作
地
率
特
に
そ
の
不
在
地
主
の
所
有
率
は
府
県
に

く
ら
べ
て
著
し
く
高
か
っ
た
。
そ
し
て
農
地
改
革
に
よ
る
解
放
率
も
北
海

道
九
三
・
一
%
、
府
県
七
七
・
八
%
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
北
海
道
に

お
い
て
徹
底
し
た
。
第
一
次
大
戦
以
後
大
規
模
地
主
層
が
漸
減
す
る
一
方

で
、
北
海
道
地
主
と
称
さ
れ
る
一

0
0
0町
歩
を
こ
え
る
巨
大
地
主
の
存

続
率
は
比
較
的
高
か
っ
た
が
、
農
地
改
革
ま
で
生
き
の
び
た
拓
銀
・
日

甜
・
三
井
合
名
・
蜂
須
賀
・
高
島
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
資
本
地
主
・
華
族
農

場
、
さ
ら
に
赤
心
社
・
北
越
殖
民
社
な
ど
の
団
体
農
場
な
ど
が
こ
と
ご
と

く
改
革
に
よ
っ
て
解
体
し
た
。
そ
れ
ら
と
く
ら
べ
て
国
有
財
産
に
属
す
る

附
属
農
場
の
解
放
過
程
は
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
北
海
道

農
地
改
革
史
』
下
巻
第
一
部
(
東
日
出
男
稿

学
回
の
解
放
)
に
お
い
て

詳
述
さ
れ
て
お
り
、
木
稿
で
は
そ
の
要
約
は
避
け
、
本
稿
の
テ
l
マ
に
即

し
て
二
、
三
の
問
題
を
と
り
上
げ
て
み
た
い
。

農
地
改
革
に
直
面
し
た
北
大
は
小
作
農
地
の
全
面
解
放
を
こ
ば
み
、
四

九
年
九
月
道
庁
・
文
部
省
へ
の
通
知
に
お
い
て
約
二
割
、
一
一

O
O余
町

歩
の
残
置
を
主
張
し
た
(
演
習
林
内
農
地
は
未
解
放
)
。
そ
の
理
由
と
し

て
従
来
か
ら
継
続
の
試
験
研
究
お
よ
び
学
生
の
実
習
地
と
し
て
の
必
要
性

を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
小
作
農
家
を
対
象
と
す
る
必
然
性
に
欠

け
る
と
し
て
道
庁
を
納
得
さ
せ
な
か
っ
た
。
道
庁
は
附
属
農
場
が
一
般
の

小
作
地
と
変
ら
ず
、
か
つ
試
験
研
究
地
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
な
い
と

い
う
見
解
で
あ
っ
た
。

一
方
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
小
作
人
の
七
割
が
解
放
反
対
で
あ
る
と
す

る
北
大
の
調
査
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
道
庁
側
は
七
割
が
解
放
希
望
と

の
調
査
結
果
を
示
し
た
。
両
方
を
割
引
き
し
て
も
、
小
作
者
の
中
に
小
作

継
続
希
望
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
一
般
小
作
地
に
く
ら
べ
て
特
異
な
現

象
で
る
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
が
当
時
各
様
の
立
場
か
ら
表
明
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
小
作
料
の
低
廉
さ
と

安
定
し
た
小
作
関
係
の
維
持
が
自
作
化
へ
の
欲
求
を
抑
え
た
と
考
え
ら
れ

る。
結
局
、
北
大
農
場
の
第
一
次
解
放
は
表
日
の
よ
う
な
結
果
で
終
了
し

た
。
そ
れ
が
戦
後
農
業
・
農
村
の
諸
変
化
、
な
か
で
も
一
九
六

0
年
代
の

政
府
資
金
導
入
の
資
格
問
題
等
が
か
ら
ん
で
、
つ
い
に
小
作
地
の
全
面
解
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表13 解放耕地面積・小作戸数(1950)

作全解放小作全耕地(1949)解放耕地

戸

70 
P 

70 
町

312.8 
町

321. 9 烈々布農場

118 101 646.7 569.1 簾舞農場

64 29 427.7 197.6 角田北農場

155 154 718.1 709.9 角田南農場

262 191 1，173.2 806.5 富良野農場

413 385 2，186.1 2，014.8 山部農場

1，082 

備考耕地は「雑書綴・昭和25年度」・「小作料調書・自昭和21年度J，小作は「雑書綴・自昭和17

年JCいずれも附属農場所蔵〕による。

930 5，464.5 4，619.8 百十

放
へ
と
進
む
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

北
大
農
場
第
二
次
解
放
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
富
良
野
町
・
山
部
村
で

は
、
一
九
六
一
年
四
月
北
大
農
場
解
放
期
成
会
を
結
成
し
、
六
月
共
同
で

小
作
地
解
放
請
願
書
を
北
大
に
提
出
し
、
翌
一
九
六
二
年
に
は
栗
山
町
・

札
幌
市
簾
舞
の
農
場
も
加
わ
っ
て
連
合
会
を
結
成
し
運
動
を
す
す
め
た
。

こ
の
ほ
か
幌
加
内
・
中
川
・
幌
延
・
音
威
子
府
等
各
地
の
演
習
林
内
農
地

で
も
解
放
請
願
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
三
年
十
月
北
大
評
議

会
は
全
農
地
の
売
払
い
を
決
定
し
た
。
富
良
野
・
山
部
で
は
一
九
六
五
年

三
月
に
は
売
渡
し
通
知
書
が
手
交
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
解
放
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

小
作
農
場
設
置
の
主
旨
は
、
当
初
は
学
校
維
持
資
金
と
す
る
こ
と
が
基

本
に
あ
り
、
同
時
に
小
作
農
業
の
好
例
を
示
そ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
の
ち
に
は
小
作
制
度
・
農
業
経
営
に
関
す
る
試
験
研
究
プ
ラ

ス
小
作
料
の
徴
収
と
い
っ
た
風
に
目
的
の
表
現
が
か
な
り
変
わ
っ
た
。
そ

の
背
景
と
し
て
、
一
つ
に
は
農
場
の
財
産
価
値
と
収
入
の
比
重
が
大
学
全

体
の
財
政
の
中
で
低
下
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
海
道
で
小
作
制
度

が
確
立
し
、
そ
の
過
程
で
佐
藤
昌
介
に
代
表
さ
れ
る
当
初
の
近
代
的
な
小

作
農
場
構
想
が
無
意
味
に
近
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

附
属
農
場
は
土
地
制
度
の
上
で
は
国
有
地
と
し
て
、
普
通
小
作
農
場
が

kobayashi
長方形
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追
求
す
る
地
代
部
分
の
完
全
な
実
現
を
必
ず
し
も
要
し
な
い
の
で
あ
り
、

資
本
の
投
下
形
態
、
租
税
公
課
の
負
担
等
に
お
け
る
特
殊
性
も
加
わ
っ
て

経
営
は
厳
密
な
計
算
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
同
じ
く
巨

大
な
国
家
所
有
の
範
鴎
に
属
し
、
小
作
料
の
低
さ
も
共
通
す
る
御
料
地
と

く
ら
べ
て
も
、
経
営
態
様
に
は
一
一
層
の
弾
力
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
時
代
の
風
潮
で
あ
っ
た
小
作
争
議
、
「
土
地
売
逃
げ
」
な
ど

か
ら
も
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
「
模
範
農
村
」
を
自
称
す
る
こ
と
も
で
き

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
学
農
場
と
い
え
ど
も
開
拓
農
民
の
困
難
が
小
さ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
保
護
規
定
を
欠
い
て
い
た
た

め
に
入
地
当
初
の
苦
痛
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
大
学
は
種
々

手
を
尽
し
て
農
場
経
営
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
あ
る
時
期
ま
で

で
あ
り
、
あ
と
は
惰
性
で
推
移
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
試
験
調
査
の
継
続

も
同
様
の
経
過
を
た
ど
っ
た
。
大
学
農
場
な
る
が
故
の
技
術
上
経
営
上
の

卓
越
性
や
特
殊
性
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
む
し
ろ

ご
く
普
通
の
小
作
農
場
に
近
か
っ
た
と
い
え
る
。

北大百年の諸問題

た
だ
、
北
海
道
で
最
大
級
の
小
作
農
場
・
農
村
を
永
年
に
わ
た
り
平
穏

裡
に
維
持
経
営
し
た
こ
と
の
客
観
的
意
義
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

系
統
的
な
経
営
資
料
の
集
積
も
今
後
の
活
用
し
だ
い
で
価
値
を
発
揮
し
う

〈
河
川
)

る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
一
端
に
ふ
れ
よ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

〔注〕

(

1

)

『
北
大
百
年
史
札
幌
農
学
校
史
料
同
』
八
五
六

(
2
〉
『
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
場
成
績
報
告
・
明
治
四
二
年
』
八
ベ
l

ジ
。
有
永
明
人
「
林
内
殖
民
制
度
に
関
す
る
研
究
」
『
北
海
道
大
学
農
学
部
演

習
林
研
究
報
告
』
一
一
一
一
巻
二
号
、
一
九
七
四
年

(
3
〉
前
掲
『
農
場
成
績
報
告
・
明
治
四
二
年
』
一
ペ
ー
ジ
o
『
北
海
道
帝
国
大

学
農
学
部
附
属
小
作
農
場
事
業
概
要
・
昭
和
一
一
年
』
一
五
l
一
六
ペ
ー
ジ

(
4
〉
「
例
規
自
昭
和
十
一
年
至
昭
和
十
八
年
農
場
」
(
北
大
農
学
部
附
属

農
場
所
蔵
資
料
〉

(
5
〉
同
前
「
例
規
自
昭
和
十
九
年
農
場
」

(

6

)

以
下
は
『
農
場
成
績
報
告
・
明
治
四
二
年
』
、
『
農
場
事
業
概
要
・
昭
和
十

一
年
』
ほ
か
年
々
の
『
農
場
事
業
(
報
告
)
概
要
』
に
よ
る
。

(

7

)

『
第
六
農
場
小
作
経
営
一
覧
』
一
九
一
一
一
年

(
8
)

北
海
道
庁
『
産
業
調
査
報
告
書
』
第
七
巻
、
民
有
牧
場
二
三
ペ
ー
ジ
以
下

(
9
)

後
掲
の
表
は
普
通
小
作
農
場
と
の
単
純
比
較
で
あ
る
が
、
小
作
料
率
を
く

ら
べ
る
と
そ
の
差
は
さ
ら
に
広
が
る
で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
『
農
場
成
績
報
告
・
明
治
四
二
年
』

(
日
)
「
会
計
検
査
院
要
求
書
類
並
に
審
理
害
其
他
昭
和
二
年
以
降
農
場
」

(
附
属
農
場
資
料
〉
。
一
九
二
七
年
七
月
の
会
計
検
査
院
の
審
理
書
は
、
農
場

小
作
料
が
近
隣
民
間
経
営
の
小
作
料
に
く
ら
べ
著
し
く
低
廉
で
あ
り
、
そ
の
上

に
更
に
減
額
措
置
を
と
っ
た
こ
と
の
説
明
を
求
め
て
い
る
。
大
学
側
は
民
間
小

作
料
に
は
開
墾
期
の
地
主
負
担
額
が
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
地
味
の
減

退
や
景
気
下
落
に
対
す
る
改
訂
の
必
要
性
等
の
理
由
を
あ
げ
て
答
弁
し
た
。

(
刊
以
)
同
前
資
料
お
よ
び
『
山
部
町
史
』
一
一
一
一

0
ペ
ー
ジ

(
日
)
北
海
道
『
北
海
道
農
地
改
革
史
』
下
巻
、
二
七

0
ペ
ー
ジ

(
H
H

〉
『
富
良
野
市
史
』
第
一
巻
、
『
山
部
町
史
』
、
前
掲
有
永
「
林
内
殖
民
制
度



に
関
す
る
研
究
」

(
日
)
農
場
関
係
資
料
と
し
て
は
前
掲
刊
行
物
の
ほ
か
、
一
九
一

O
年
か
ら
一
一
一
四

年
に
い
た
る
各
年
度
の
『
農
場
事
業
(
報
告
)
概
要
』
お
よ
び
『
農
場
実
報
』

三
号
〈
一
九
三
七

i
一
二
九
年
)
な
ど
の
刊
行
物
、
さ
ら
に
農
学
部
附
属
農
場
所

蔵
の
土
地
お
よ
び
会
計
書
類
を
中
心
と
し
た
相
当
量
の
簿
書
類
が
あ
る
が
、
沿

草
部
分
を
の
ぞ
い
て
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

附属農場

円〉

附属農場と周辺民間農場の小作料比較(1930)

(単位

最低

第 3農場 6.000 5.000 2.500 1.800 

杉本農場 13.200 6.600 3.500 0.800 

第 4農場 7.000 2.500 4.000 0.200 

小村農場 11.000 6.000 3.500 2.000 

第 5農場 8.000 2.500 2.200 0.900 

第 6農場 6.000 2.500 2.700 0.900 

湯地農場 13.200 11.000 2.500 1. 500 

鳩山農場 12.100 7.000 2.200 1.500 

7.000 3.650 3.000 0.600 

農場山部 7.000 4.000 2.700 0.500 

佐々木農場 12.600 6.600 4.000 1. 500 

磯野農場 12.000 6.000 4.000 1.200 

昭和二附属農場資料「会計検査院要求書類並に審理書其他

年以降農場」より作成

74ラ

な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
旧
学
田
関
係
者
よ
り
貴
重
な
話
を
種
々
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
た
。
栗
山
町
白
石
憲
司
郎
氏
、
富
良
野
市
日
野
政
史
氏
、
野
村

畑

|最高最低

田

高最

卓
雄
氏
そ
の
ほ
か
の
方
々
へ
厚
く
御
礼
・
申
し
あ
げ
ま
す
。

(
北
海
道
総
務
部
行
政
資
料
課
)
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